
 

研修名 

専門課程 運航労務監理官（応用） 【集合】  
（令和５年度より、「知床遊覧船事故対策検討委員会」の「旅客船の総合的な安全・安

心対策（令和４年１２月２２日）」を踏まえ、新たな研修を設置） 

 

目 的・ 

重点事項 

 運航労務監理官の監査業務に関して、高度な監査実務及び専門的知識等を修得させる

ことにより、監査能力のさらなる向上を図ることを目的とする。 

 以下の点を重点項目とする。 

①  運航労務監理官の監査業務に関する専門知識のさらなる向上 

② 課題研究による監査技能等の修得 

対象者  地方運輸局、神戸運輸監理部及び内閣府沖縄総合事務局の職員で、運航労務監理官 

の職にある者のうち、将来運航労務監理官組織の中核を担う可能性のある者であり、次

のいずれかに該当する者 

①  運航労務監理官研修（基礎）を修了した者 

②  運航労務監理官の経験年数が１年以上の者 

 

定員(人) 

国土交通省 他府省 地方公共団体 独立行政法人等 団体 計 

１９ １    ２０ 

研修期間 
２２．２５時間 

４日間 

令和５年７月２５日（火）～ 

令和５年７月２８日（金） 

 

 

カリキュラ

ム内容 

(予定時間) 

１．講義（１３．２５） 

監査実務、捜査手法、知床遊覧船事故を踏まえた監査のあり方 

 

２．課題研究（７．７５） 

  模擬監査（各運輸局における監査事例及びその対応）及び班別討議 

 

３．その他（１．２５） 

  入校式、修了式 

計 ２２．２５ 

 

前年度からの 

主な変更点 
 

担  当 
 柏研修センター教務課（TEL：０４－７１４０－８７７７） 

〔募集・内容について〕海事局安全政策課（TEL：０３－５２５３－８６３１） 

備  考  携行品「船員法及び関係法令」 

 


